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１．はじめに

鯨類は進化の過程において陸上生活から水中
生活に戻った哺乳動物である｡この動物が水中
生活に適応するには、空気の約850倍の密度を
持つ水中で自由に行動するために、摩擦抵抗を
極力減らす形態的な適応が必要である｡さらに、
長い時間呼吸することなく潜水するためには、
限られた酸素を効率的に利用する生理的な適応
も必要である｡実際に、鯨類が水中でどのよう
な活動をするのか、また水中生活にどのように
適応しているのかを明らかにするために、これ
までに多くの研究が様々な手法を用いてなされ
てきた（大谷, 1998）｡

その中でも画期的な手法として1970年代に動
物装着用のアナログ式潜水記録計が開発され

（Kooyman, 1975）、1980年代にはデジタル式の
データロガーによって情報の高密度サンプリン
グや大量集積が可能となり、潜水行動研究が本
格的に始まった（Naito et al., 1989）。この手法
は、動物を追跡することもなく、ほぼ自然状態
での行動を記録・収集することができる。近年
では、鯨類においても自然環境下における行動
を調査する手段として、この手法が活用される
ようになった。

潜水行動パターンが明らかになれば、鯨類の
生態を解明するだけでなく、発見率の補正など
目視調査への応用が可能となり、これにより精
度の高い資源量推定が得られることが期待され
る｡

また、海洋生態系における高次捕食者である
鯨類の代謝生理を明らかにすることは、海洋生
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ネズミイルカの運動時の代謝量（酸素消費量）
を調べるために、水槽の水面に2.4×0.75×
0.6mの透明塩化ビニール製の底の開いた小室

（チャンバー）を浮かべ、この中だけでイルカ
が呼吸するように水面をビニールシートで覆っ
た（図１）。チャンバー内の酸素濃度を連続的
に測定して、その濃度変化から酸素消費量を計
算し、単位体重あたりの酸素消費率を求めた。
また、運動量を同時に測定するため、イルカの
背びれにデータロガー（以下ロガー）を装着し
て、行動データも併せて記録した。この装置は、
国立極地研究所の内藤靖彦教授が中心となって
開発したもので、１秒間隔で遊泳速度、水深、
水温データを記録できるものである。これによ
り、水中でのイルカの遊泳行動が再現できる。
本実験では、潜水ごとの平均遊泳速度を運動量
と見なして酸素消費率との関係を調べた。さら
に酸素消費率と遊泳速度の商から移動コストを
計算し、ネズミイルカの最小移動コストとその
時の遊泳速度（最適遊泳速度）を求めた。移動
コストとは単位重量（１kg）のものを単位距
離（１m）運ぶのに要するエネルギーのことで、
最適遊泳速度とは、ある距離をエネルギー的に
最も効率よく移動できる速度のことである。

２.２ イルカの放流と回収
飼育実験終了後に自然環境下での潜水・遊泳

行動を調べるために、背びれにロガーを装着し
たイルカを海に放流することとなる。また、ロ
ガーに記録されたデータを得るには、これを回
収しなければならない。そのため、ロガーにタ
イマー内蔵切り離し装置、浮力体およびアルゴ

態系内のエネルギー循環を知る上で極めて重要
である｡鯨類が捕食する餌生物には、魚類、頭
足類やオキアミ類といった漁獲対象種も多いこ
とから、漁業資源管理にも影響を与えるという
ことになる。そのため潜水行動、生理も含めた
彼らの生態を多面的に調査することは、これら
の動物の保護や資源管理に関連するため重要で
ある｡

本報では、筆者が北海道でネズミイルカを用
いて行った潜水行動と代謝生理に関する研究に
ついて、実験の成果と共にバイオテレメトリー
の有用性を紹介する。

２．ネズミイルカの確保および
飼育と放流

ネズミイルカは、体長２mを超えない沿岸性
の小型歯鯨で、北半球の亜寒帯域を中心に生息
する。本種は沿岸域に生息するため、人間活動
との接点が多く、欧米では古くから研究対象と
され、その生態や食性、行動など様々な分野の
研究が行われてきた。近年欧米では、刺し網に
よる混獲で毎年数千頭が死亡し（Perrin et al.,
1994）、それが社会問題となり、混獲防止のた
めに回遊や分布域の研究などが精力的に行われ
るようになった。漁具による混獲などの防止対
策をとるためにも、本種の水中での行動に関す
る科学的情報は不可欠である。日本では、本種
は毎年春先に北海道南部や津軽海峡周辺沿岸に
来遊することが知られている。しかし、産業的
な漁獲対象種となっていないこともあり、水中
での行動、回遊経路、分布範囲、生息数や生態
などについての情報は極めて限られている

（Gaskin et al., 1993）。

２.１ 飼育実験の方法
本研究は、北海道茅部郡南茅部町臼尻地区の

沿岸に設置された定置網で混獲されたネズミイ
ルカを実験に用いた。確保されたネズミイルカ
は飼育実験を行うために、北海道大学水産学部
付属臼尻水産実験所（現：北海道大学北方生物
圏フィールド科学センター水圏ステーション臼
尻水産実験所）の野外に設置した直径６m、深
さ1.3mの円形水槽に移送して飼育した。
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図１　酸素消費量測定装置の概略図。



3

第417号 2003年３月

ス送信機を併せて背びれに装着して放流した
（図２）。放流してタイマーの設定時間が経過し
た後、これらの装置は切り離し装置によって鯨
体から脱落し、海面を浮漂する仕組みである。
浮漂中の装置一式の位置データはアルゴス送信
機から衛星を介して入手する。しかし、この位
置データはリアルタイムに入手できるものでは
なく、また日本沿岸域では電波利用頻度が高い
ため、１日数回しかその情報を得ることができ
ない。そのため、数時間前の位置情報から海流
による装置の漂流を予想して回収時点での浮漂
位置をある程度特定しなければならない。その
後、その予想海域周辺を携帯用の方向探知器を
用いて船で探索して装置を発見し回収する。

３．飼育下におけるネズミイルカ
の酸素消費率の測定

ネズミイルカは昼夜を問わず連続的に潜水を
行っていることが以前の研究から明らかになっ
ている（Otani et al., 1998）。しかし、休息なし
にこのような潜水を可能にする生理的メカニズ
ムは未だ解明されていない。そこで、この実験
ではネズミイルカがどのようにエネルギーを消
費あるいは節約しながら潜水・遊泳行動を行っ
ているのかを調べるために、飼育下において運
動時の酸素消費率を遊泳行動と共に測定した。
酸素消費率は遊泳速度だけでなく、餌の消化・
吸収の影響を受けると考えられるので、解析に
は摂餌後12時間以上経過した非給餌期間の値を
用いた。また、飼育期間中にも野外で記録され
た時と同様に連続的に潜水を行っていたため、
休止代謝率を求めることはできなかった。

飼育下においては、平均遊泳速度が1.1m/秒
まで速度の増加に対する酸素消費率の増加がほ
とんど見られず、1.2m/秒以上になると酸素消
費率が増加し始めた（図３）。一般に遊泳する
動物の酸素消費率は、流体力学モデルでは速度
の ３ 乗 に 比 例 す る と 言 わ れ て い る た め

（Kooyman, 1989）、測定された平均遊泳速度に
対する酸素消費率を三次曲線で回帰したとこ

図２　データロガー等の装置の装着方法。

図３　遊泳速度変化に対する酸素消費率の変化
（平均±SD）。様々な平均遊泳速度（v,
m/秒）に対する酸素消費率（VO2, ml･
O2/kg/min）の回帰曲線は次式で表され
る。

VO2=7.968+5.104v-9.511v2+4.931v3 (r2=0.95)

・

・

ａ

ｂ

ｃ



ろ、図３に示した式によく適合した。今回の飼
育実験では平均遊泳速度が1.7m／秒以上の時
の酸素消費率を計測することができなかった
が、回帰式から計算すると、速度の増加に伴い
酸素消費率が急激に上昇すると考えられる。ハ
ンドウイルカでも同様の実験がなされており、
この場合でも速度の上昇に伴う急激な酸素消費
率増加が見られた（Yazdi et al., 1999）。

さらに、酸素消費率と遊泳速度から移動コス
トを求めた（図４）。その結果、ネズミイルカ
の最小移動コストは2.25±0.05kJ/kg/mで、最
適遊泳速度は1.4m/秒であった。Williams et al.

（1993）とYazdi et al.（1999）は、ネズミイル
カよりも大型のハンドウイルカの代謝量と遊泳
速度を計測した結果、最小移動コストはそれぞ
れ1.29±0.05kJ/kg/m、1.16kJ/kg/mで、最適
遊泳速度はそれぞれ2.1m/秒、2.5m/秒である
ことを示唆した。このようにネズミイルカは、
より大型のハンドウイルカよりも最小移動コス
トは大きく、また最適遊泳速度は遅かった。一
般に移動速度は動物の体が大きくなるに従って
速くなることが知られている。また、同じ重量
を同じ距離移動させる場合には、大きな動物の
方が少ないエネルギーで済むことも知られてお
り（Schmidt-Nielsen, 1984）、本研究の結果は
動物の体が大きくなるに従って移動速度は速く
なり、移動コストは小さくなるという説を支持
している。

本実験で得られた結果では、ネズミイルカは
ほとんどの場合で最適遊泳速度よりも遅い速度

で遊泳していた。移動コストは0.9m/秒から
1.5m/秒までほとんど変化がないが、酸素消費
率は1.2m/秒から速度の増加と共に大きくな
る。このことから、ネズミイルカは飼育実験の
結果からは最適遊泳速度より少し遅い速度で泳
ぐことによって、エネルギーあたりの移動効率
を上げるよりも、酸素消費量を抑えて遊泳して
いると考えられた。つまり移動することよりも
エネルギー消費を抑えることを優先させてい
た。しかし、これは飼育下といういわば移動す
る必要のない環境であるために得られた結果な
のかもしれない。

４．潜水行動と遊泳速度

放流したネズミイルカから回収されたロガー
は研究室に持ち帰り、メモリに記録された遊泳
速度、水深、水温のデータをコンピューターに
ダウンロードした（図５）。得られた時系列デ
ータから各潜水について潜水時間、水面滞在時
間、最大潜水深度、潜行時間、浮上時間、潜行
速度および浮上速度などの各パラメーターを求
めた。また、鉛直移動速度と遊泳速度記録から
水平移動速度と潜行角度、浮上角度および移動
距離を求めた。

４.１ 潜水行動
ネズミイルカは昼夜を問わず、連続的に潜水

を行っており、これは本種の一般的な行動であ
ると考えられた（Otani et al., 1998, 2000）。ま
ず、潜水行動をおおまかに見ると、最大潜水深
度は64.7mであったが、水深20m以浅にとどま
る浅い潜水が非常に多く、全潜水回数の80％以
上を占めていた。Westgateら（1995）や、
Otaniら（1998）の結果を見ると、それぞれ
200mや90mのような水深の深いところも利用
しているが、水深20m以浅にとどまる潜水がそ
れぞれ50％、70％以上を占めた。このように、
ネズミイルカは一般的に浅い水深に多くの時間
とどまる傾向がみられた。

４.２ 遊泳速度
遊泳速度は１m/秒前後の比較的ゆっくりと

したものが多く、実験飼育下で得られた結果と
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図４　遊泳速度変化に対する移動コストの変化
（平均±SD）。
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同様に自然環境下においても通常の遊泳ではネ
ズミイルカは比較的ゆっくりとした速度で泳い
でいた。

これまでにイルカ類の遊泳速度が測定された
例はいくつかあるが、そのほとんどは船上ある
いは陸上からの観察によるものであった。しか
し、船を用いる手法では、船の接近によりイル
カの遊泳速度が船の速度に影響を受けている可
能性が否めず、真の遊泳速度を測定していると
は考えにくい。また、この場合の速度はイルカ
が浮上した位置間の距離を移動にかかった時間
で割ることによって求められている。そのため、
鉛直方向への移動やジグザグに移動した場合は
無視されており、見かけ上の水平移動速度しか
記録できていない。人間の影響を極力なくした
自然環境下におけるイルカの遊泳行動を直接詳
細に記録し、報告した例はまだ少なく、本研究
で貴重な成果が得られた。また、本研究より得
ら れ た 最 高 速 度 は 4 . 3 m / 秒 で あ っ た が 、
Leatherwood and Reeves（1983）は、ネズミイ
ルカは約6.2m/秒で泳ぐことができると報告し
ている。おそらくこれは捕食者に追跡された時
などの非常時に、このような速い速度で泳ぐこ
とも可能なのであろうと考えられるが、これは
まれなことであり、持続時間も非常に短いため、
本研究で得られたように、通常は比較的遅い速
度で遊泳すると考えるのが妥当であろう。

４.３ 潜行・浮上角度と移動距離
浅い潜水は潜行角度が小さく、水平方向への

移動距離が増加していると考えられるので、浅
い潜水を繰り返すことによって広範囲への水平
移動が可能となり、採餌場所が探索できるので
はないかと考えられる。このように、採餌海域
を探索するために連続潜水をする可能性は否定
できないが、ネズミイルカが自然環境下におい
て、いつ捕食を行っているのかという情報は未
だ得られておらず、潜水と索餌環境の関係につ
いての情報は皆無である。日本近海におけるネ
ズミイルカの食性についてもほとんど知られて
いない。スコットランド海域やカナダのファン
ディー湾での調査によると、ニシン類のような
表中層性魚類や大西洋産のマダラなどの底生性
魚類を捕食しているという報告がある（Rae,
1965, 1973; Recchia and Read, 1989）。このよう
に、本種が利用する餌生物は表層の種類から海
底の種類まで幅広い可能性があるため、摂餌生
態を調べるためにはまず食性を明らかにしなけ
ればならない。しかし、潜水行動と遊泳速度の
特徴から、ネズミイルカも底生性魚類を捕食す
る動物で典型的に見られる潜水と同様の潜水行
動をしているため、底生性魚類を餌生物として
利用していると考えられる。

ネズミイルカの潜水は、その水深によって潜
水を始める時点で潜行速度も潜行角度も変化し

図５　ネズミイルカの遊泳水深と遊泳速度の時系列データ。潜水深度記録
については一本の線が一回の潜水を表す。
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ギーを作り出して潜水することも可能である
が、この場合、酸素代謝に比べてエネルギー効
率が低い。また、無酸素代謝によってエネルギ
ーを作ると、代謝産物として生じた乳酸を代謝
するために潜水後に一定以上の水面滞在時間が
必要となるため（Schmidt-Nielsen, 1990）、時
間的にも効率的ではない。Kooyman（1989）
は、潜水中あるいは潜水後に血液中の乳酸濃度
を上昇させることのない最大呼吸停止時間を有
酸素代謝潜水限界（Aerobic Dive Limit: ADL）
と定義した。ADLは酸素消費率と酸素保有量
の商として計算されるが、通常は休止代謝率を
数倍した値を運動時の酸素消費率として計算し
て求められる。これまでに数多く行われてきた
肺呼吸動物の潜水行動研究では、その動物の潜
水時間がADLを越えるかどうか、またADLを
越えた潜水をした後に、乳酸を分解するための
水面滞在時間の長さに変化があるかどうかに焦
点を置いて議論がなされていた。そのため、酸
素がどのように消費されて潜水時間が決まるの
かということまで議論されたことはなかった。
しかし、遊泳速度が増加すると酸素消費率も上
昇することが明らかになったので、遊泳速度の
変化によって潜水中に消費される酸素量も変化
し、それに伴って潜水時間も変化することが予
想された。そこで、実験飼育下で得られた実測
値と回帰式を使ってそれぞれの遊泳速度に対応
するADLの値を求めた（図６）。

遊泳速度が速い潜水は、酸素消費率が大きい
ためADLは短く、実際に自然環境下より得ら
れた潜水時間も平均遊泳速度が速くなるほど短
くなっていた。このように潜水時間は遊泳速度
に制限されており、ADLの値も動物の運動状
態によって変動することが明らかとなった。こ
のADL曲線に自然環境下で得られた潜水時間
をプロットしてみると、全ての潜水が曲線を下
回った。つまり、ネズミイルカは全ての潜水を
酸素代謝で行っていたことになる。さらに、給
餌期間中に得られた最も高い酸素消費率を使っ
て計算したものでも、ADLを越える潜水は全
体の約0.5％であり、ほとんど全ての潜水が酸
素代謝で行われていたことが示された（図６）。
このようにネズミイルカは無酸素代謝をほとん
ど行わず、酸素代謝によって潜水しているため、

ていることが明らかになった。深い潜水時には
潜行角度が大きく、潜行速度もある程度速くな
っており、一気に目標水深に潜行していた。こ
のように、ネズミイルカは潜水を開始する時点
ですでに潜水する深度を予想して潜水を始めて
いると考えられた。これは、目標とする水深ま
で一気に潜水することによって、その場所での
索餌に多くの時間を充てることができるため、
潜水を開始する時点で潜る深度が決まっている
方が時間を有効に使えるためであると考えられ
る。しかし、どのように潜水する深度を予想す
ることができるのかなどのデータはまだ得られ
ていないため、今後の検討課題の一つである。
一方、浮上時にはその速度は潜水深度による変
化があまり見られず、角度が変化しており、水
平方向への遊泳距離が増加していた。このこと
から、ネズミイルカは浮力を利用してエネルギ
ー消費を抑えながら浮上しているのではないか
と考えられた。また、水平成分の大きい浅い潜
水を多く行っていたため、水平方向への移動距
離が増加していることが明らかとなった。

５．自然環境下におけるエネルギー
消費量の推定（ネズミイルカは

省エネ派？浪費家？）

飼育下で得られた酸素消費率と放流後に得ら
れた潜水・遊泳行動から、自然環境下における
ネズミイルカの代謝量の推定を試みた。通常、
動物のエネルギー消費量の推定には胃内容物調
査のように食べたものから行う、いわばエネル
ギーの収入からの推定がほとんどであるが、本
研究ではイルカが使用したエネルギー量、つま
りエネルギーの支出から、エネルギー消費の推
定を行った。この両者による推定によって、鯨
類のエネルギー収支が解明できる。飼育下では
水槽は狭くて水深も浅いため、水槽でも海でも
行動は同じであるとは言えないが、遊泳速度と
その際の酸素消費率の関係が式として得られた
ため、その結果に基づいて推定を行った。

肺呼吸を行う潜水動物は、その肺、血液、筋
肉中などに蓄えることのできる酸素保有量と、
潜水中の酸素消費速度によって潜水時間が制限
される。解糖による無酸素代謝を行ってエネル
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代謝生理的側面から見れば、連続潜水が可能に
なっていると考えられた。このように、能力的
にはネズミイルカは連続潜水することが可能で
あることが分かった。なぜ常に泳ぎ続けている
のかという生態的な意義としては、採餌海域を
探索するために移動している、通常大きな群れ
で行動しないので、配偶者を探すために移動し
ている、などの可能性が考えられるものの、今
なお疑問のままである。今後、さらなるデータ
の蓄積と検討が必要な課題である。

飼育実験より得られた酸素消費率の結果を基
に計算した自然環境下での１日あたりの代謝エ
ネルギー量は、潜水行動記録が得られた記録期
間中に絶食していたと仮定すると9,292kJ/day
であった。また、給餌期間中の値を用いて計算
すると、見積もられた代謝量は13,015kJ/dayで
あり、Yasui and Gaskin（1986）が混獲された
ネズミイルカの胃内容物調査から推測したエネ

ルギー消費量（10,315kJ/day）は、本研究から
推定された値の範囲内であった。今後は餌量や
餌のエネルギー価の変化に対応した代謝量の測
定、季節による代謝量の変化と、自然環境下で
の捕食量などを調べることができれば、ネズミ
イルカのエネルギー収支がより一層正確に推定
できると考えられる。さらに、今後ネズミイル
カの生息数や生息範囲などの情報が得られれ
ば、ネズミイルカの生態系内における役割につ
いての論議が可能となると考えられる。

６．おわりに

自然環境下におけるネズミイルカの詳細な潜
水・遊泳行動と、飼育実験から得られた生理情
報の結果とを併せることによって、ネズミイル
カの自然環境下における運動代謝、エネルギー
消費について考察を行った。現時点では本研究
と同等の方法を大型鯨類に応用するには様々な
難関を突破しなければならないが、鯨類のエネ
ルギー収支を考察することは、鯨類がいかに水
中生活に適応しているのか、また海洋生態系内
の高次捕食者として生態系内でどのような役割
を果たしているのかを理解する上で非常に重要
な課題であることは間違いない。

７．謝辞

この一連の研究は、筆者が三重大学大学院お
よび総合研究大学院大学在学中のものである。
このような研究の機会を与えていただいた国立
極地研究所の内藤靖彦教授、三重大学の河村章
人名誉教授に心から感謝する。

８．参考文献

Gaskin, D. E., Yamamoto, S. and Kawamura, A.
1993. Harbor porpoise, Phocoena phocoena (L.),
in the coastal waters of northern Japan. Fish.
Bull. 91: 440-454

Kooyman, G. L. 1975. A comparison between
day and night diving in the weddell seal. J.
Mammal. 56: 563-574

Kooyman, G. L. 1989. Diverse Divers: Physiology

図６　一回の潜水の平均遊泳速度と潜水時間の
関係。上の曲線は非給餌期の酸素消費率
から求めたADL曲線で、下の曲線は給
餌期の最も酸素消費率の高かった個体の
値から求めたADL曲線。飼育実験では
1.7m/s以上の時の酸素消費率は記録で
きなかったため、回帰式を用いて計算し
ADL曲線を作成した。回帰式から計算
した値については破線で示す。



Zool. Lond. 169: 127-131
Recchia, C. A. and Read, A. J. 1989. Stomach

contents of harbour porpoise, Phocoena
phocoena (L.), from the Bay of Fundy. Can. J.
Zool. 67: 2140-2146

Schmidt-Nielsen, K. 1984. Scaling: Why is animal
size so important? Cambridge University
Press, Cambridge, U. K. 241pp.

Schmidt-Nielsen, K. 1990. Animal Physiology:
Adaptation and Environment . Cambridge
University Press, Cambridge, U. K. 602pp.

Westgate, A. J., Read, A. J., Berggren, P.,
Koopman, H. N. and Gaskin, D. E. 1995.
Diving behaviour of harbour porpoises,
Phocoena phocoena. Can. J. Fish. Aquat. Sci. 52:
1064-1073

Williams T. M., Friedl, W. A. and Haun, J. E.
1993. The physiology of bottlenose dolphins
(Tursiops truncates): heart rate, metabolic rate
and plasma lactate concentration during
exerecise. J. Exp. Biol. 179: 31-46

Yasui, W. Y. and Gaskin, D. E. 1986. Energy
budget of a small cetaceans, the harbour
porpoise, Phocoena phocoena (L.). Ophelia 25:
183-197

Yazdi, P., Kilian, A. and Culik, B. M. 1999.
Energy expenditure of swimming bottlenose
dolphins (Tursiops truncates). Mar. Biol. 134:
601-607

8

鯨　研　通　信

and Behavior . Springer-Verlag, Berlin,
Hidelberg. 200pp.

Leatherwood, S. and Reeves, R. R. 1983. The
Siera Club Handbook of Whales and Dolphins.
Sierra Club Books, San Francisco, California.
302pp.

Naito, Y., Le Boeuf, B. J., Asaga, T., and Huntley,
A. C. 1989. Long-term diving records of an
adult female northern elephant seal. Antarct.
Rec. 33: 1-9

大谷誠司. 1998. 鯨類の潜水行動研究. 月刊海洋.
30: 551-556

Otani, S., Naito, Y., Kawamura, A., Kawasaki, M.,
Nishiwaki, S., and Kato, A. 1998. Diving
behavior and performance of harbor porpoise,
Phocoena phocoena, in Funka Bay, Hokkaido,
Japan. Mar. Mamm. Sci. 14: 209-220

Otani, S., Naito, Y., Kato, A., and Kawamura, A.
2000. Diving behavior and swimming speed of
a free-ranging harbor porpoise, Phocoena
phocoena. Mar. Mamm. Sci. 16: 811-814

Perrin, W. F., Donovan, G. P. and Barlow, J.
1994. Gillnets and Cetaceans. International
Whaling Commission Special Issue 15. 629pp.

Rae, B. B. 1965. The food of the common
porpoise (Phocoena phocoena). J. Zool. Lond.
146: 114-122

Rae, B. B. 1973. Additional notes on the food of
the common porpoise (Phocoena phocoena). J.

ブラジルの捕鯨（Ⅱ）

岸 和 田 　 仁 （㈱ニチレイ）

4）操業概要
１隻操業となった62年以降についてその概要

を述べる。
ａ）操業期間

無枠捕鯨時代は、通常６月20日を初日とした
連続６ヶ月が漁期であった。マッコウ鯨につい
てはIWC規約上更に２ヶ月の操業が認められて
いたが、同鯨種だけの操業継続は採算的に得策

ではないことからヒゲ鯨と漁期を揃えて12月中
旬頃に年度の捕鯨を終了していた。枠捕鯨とな
った1976年以降（特に83年以降）は枠頭数を効
率よく捕獲するため操業開始を出来る限り盛漁
期に近づけた。（このため開始日は83年＝８月
24日、84年＝８月10日、85年＝７月25日、とな
っている。）また一日当りの捕獲頭数も制限し
その日の割当頭数を捕獲したら直ちに着場する
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という方針に変えた。狙いは捕鯨船の燃油等諸
経費の節減と鮮肉の鮮度向上であった。その結
果、大幅に操業日数が減り、捕獲625頭の1983
年度は90日、600頭の84年度は116日であった。
ちなみに1966年から1985年までの20年間の平均
操業日数は159日、無枠時代の10年間（1966年
から1975年まで）の平均操業日数は177日、枠
捕鯨時代の10年間（1976年から1985年まで）の
平均は124日となっている。
ｂ）漁場、操業パターン

漁場は年によって多少のズレが見られるが、
通常コスチーニャ基地沖30哩を中心とした20哩
半径内の海域（南緯６°58′―７°20′、西経
34°00′―34°30′）である。1980年の例をとれ
ば、漁場の中心ロケーションは南緯７°10′、
西経34°13′であった。捕鯨船は払暁４時にコ
スチーニャ対岸のカベデーロ港を離岸し漁場に
向かう。捕獲した鯨はラジオブイを付けて浮か
べておく。17時半から18時にかけて日没と共に
追鯨を止めて集鯨作業に入る。解剖場への渡鯨
は22時頃、これが無枠捕鯨時代の通常日の操業
パターンであった。月により離岸時刻は変更さ
れ、捕獲頭数の多い日は帰港が夜半を過ぎるこ
ともあった。また捕獲ゼロの日は沖がかりする
こともあった。枠捕鯨になってからも出港時刻
は変更なしであったが、着場は大幅に早まって
17時から18時、渡鯨も18時から19時には出来る
ようになった。最も早い着場は13時から14時と
なり、その結果諸経費が削減されたばかりでな
く、捕鯨船船員及び陸上作業員の休養面でも大
きく改善され、鯨肉の鮮度向上にも貢献した。
ｃ）捕獲方法のうつりかわり

①　1958年から65年頃まで（イワシ鯨捕獲中
心の無枠捕鯨時代）

イワシ鯨の捕獲が激減するまでの期間で一
番銛、二番銛とも銛先火薬を使用、致死後鯨
体に圧搾空気を注入し浮力をつけ抱鯨、曳鯨
した。鯨肉の鮮度が低下したばかりでなく、
火薬焼けで一頭当り500kg前後の肉を除去し
なければならなかった。浮鯨は実施せず、抱
鯨したまま次の鯨を追鯨した。
②　1966年から71年まで（ミンク鯨捕獲中
心／無枠捕鯨時代前半）

ミンク鯨が中心のため、一番銛にも火薬を

使用せず二番銛には銛先のない打抜き銛を使
用した。致死後鯨体に空気を注入し、ラジオ
ブイを取り付け表水面に浮鯨しておいた。夕
方追鯨を終えた後、夕暮れと共に集鯨を始め
た。帰港途上で鯨体の血抜きを実施した。
③　1972年から75年まで（ミンク鯨捕獲中
心／無枠捕鯨時代後半）

一番銛にも火薬は不使用、二番銛の打抜き
銛で致死させ、水面下約15ｍで浮鯨できるい
わゆる沈下浮鯨に切り換えた。ラジオブイも
兼用したので集鯨時間をより短縮できた。鯨
体の血抜きも引続き実施した。このおかげで
71年以前よりも採肉歩留りが向上、鮮度維持
の面でも改善が進んだ。
④　1976年から83年まで（ミンク鯨捕獲中
心／枠捕鯨時代前半）

一番銛、二番銛については変更なく、沈下
浮鯨も同様。捕鯨船に航跡自画器を設置した
ためラジオブイの位置確認・回収が以前に比
べ容易となった。血抜きも引続き実施したの
で、無枠捕鯨時代後半より採肉量でも鮮度維
持でも更なる改善が進んだ。尚、80年から83
年までの４年間、蝦船を曳鯨船として導入し
たが、早朝捕獲分の渡鯨が早くなったため、
その分鮮度が向上し採肉歩留りも一層改善さ
れることとなった。
⑤　1983年から85年の捕鯨閉鎖まで（ミンク
鯨捕獲中心／枠捕鯨時代後半）

鯨体の致死に至るまでの過程は前期と同様
だが、浮鯨は83年度を最後に取りやめ、その
かわりに一日当りの捕獲数を制限した。割当
数を捕獲したら直ちに着場する方針とした。
その結果、前述した如く着場時刻は大幅に早
まり、諸経費節減、乗組員・陸上作業員の労
働時間短縮、休養面での改善等等を実現する
ことができた。

ｄ）漁期中の天候、海況
捕鯨船からの渡鯨で陸上基地の一日が始ま

る。南緯７度の熱帯気候とはいえ、夜間は浜風
が肌に心地良い涼気を誘い入れる。漁期中の天
候の移り変わりを記しておく。

漁期初めの６月中旬、７、８月は通常天気が
ややくずれ、曇、雨天の日が比較的多い。風向
はＳからSSE、SEの風力４－５を記録し、一年
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中で一番風が強く時化模様の日が続く。気温も
18℃から29℃の間と下がり肌寒いが（18－29℃）
表面海水温度は27℃台である。盛漁期の９、10
月になると雨はほとんど降らず、半晴、晴の日
が多くなり、風向SE、風力２－３と弱まり海
もおだやかになる。気温も少しづつ上昇し20－
31℃となるが、海水温度は26℃台となる。終漁
期の11月12月になるとは気温は22－33℃とさら
に上がり、天候は半晴、晴の日ばかりで雨はめ
ったに降らず、風向もＥ寄りに移り風力はさら
に弱まる。海はさらにおだやかになり、海水温
も27℃台に戻る。典型的な夏型気候である。
時々NEの風が吹くようになれば漁期の終りで
ある。
ｅ）乗組員

捕鯨船乗組員については、1978年から1982年
まで日本人５名、ブラジル人23名、計28名編成
となっており、82年から85年までは船長が砲手
を兼務したため日本人４名、ブラジル人24名、
計28名、であった。砲手、船長、機関長等幹部
乗組員４名は日本からの呼び寄せである。捕鯨
船の運航、保全は日本人幹部が采配したが、伯
国法定有資格者の乗船が義務付けられていた。
ブラジル人乗組員は甲板、機関部を問わず総じ
て意欲旺盛で日本式捕鯨ノウハウの飲み込みが
早く、鯨の発見でもベテラン日本人乗組員に比
肩する程に成長していった。すなわち、目視に
よる探鯨―鯨の気の形による鯨種の瞬時判定―
追尾―操船―発砲―捕獲―ブイ止め―回収・曳
鯨、という捕鯨のプロセスは、完全に現地化し
た。

捕鯨船の修理・整備は閑漁期の２月から５月
にかけて行う。その程度に従いコスチーニャに
繋船して自工場で済ます年もあったが、ほぼ毎
年リオのISHIBRAS（IHIブラジル法人）ドック
ないしナタールの海軍ドックを使っていた。ま
た、捕鯨に用いる漁具・資材も極力現地調達主
義を原則とし、どうしても国産化できないもの
に限り日本から取り寄せた。
ｆ）捕獲頭数

年別・鯨種別捕獲頭数は416号掲載の表７の
通りである。
ｇ）陸上処理

陸上基地の周年雇用従業員は80－90名、その
うち日本人は10名足らずであった。漁期中は
100－130名前後の季節雇用が加わり総勢200－
220名となった。基本的に地元ルセナ郡住民を
優先的に雇用したが、70年代末よりは製造や営
業の幹部候補として大学卒も複数入社するよう
になった。

ブラジル人解剖員については前述の如く、日
本人解剖員並の技量を発揮していたが、シャル
ケの生産が軌道に乗るにつれ解剖は迅速さより
も丹念さが重視されるようになってきた。一頭
のミンク鯨、イワシ鯨夫々に20分以上40分以上
はかけて解体するようになったが、冷凍鯨製品
の対日輸出が開始されてからは尚一層丁寧に採
肉する精神を徹底させた。また製氷機が設置さ
れた79年以降はフレークアイスを潤沢に使用す
ることで鯨肉の血抜きが効果的に行なえる体制
となり、さらなる鮮度向上が図られた。
ｈ）製法

鯨油部門は採油、精製、ドラム缶詰め、出荷
といった在来の全工程をブラジル人従業員が担
当した。以前は骨、皮、肉・臓物の３部位に分
けてはいたもののいかにも大雑把に高圧釜にほ
うり込んでいたので、部位分けを徹底させて鯨
油の品質向上と採油量アップを図った。また、
1965年に小規模のプラントを建て、東北伯の鞣
革業者向けにヒゲ鯨油を主原料とした硫酸化油
の製造を始めたが、10年足らずで打ち切られた。

シャルケの製法は至って単純である。解剖班
が標準寸法25cm×50cm×20cmに裁割した赤肉
を20名前後のスライス班が４cm程にスライス
する。暫時塩水漬けしてから塩蔵し、貯蔵する。

写真１　スリップウェー上のミンククジラ。
捕鯨基地（コスチーニャ）
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その間に熟成が進む。注文に合わせ天日乾燥し、
包装、出荷する。製品の在庫は置かない。シャ
ルケは塩が生命である。日本産の塩ではシャル
ケ独特のあの味は出まい。捕鯨基地のあるパラ
イーバ州の北隣に位置するリオグランデ・ド・
ノルチ州がブラジルでも最高の天然塩産地とし
て有名であることが幸いした。使用した塩は同
州アレイア・ブランカ産で、南緯５度付近にあ
る同地方は年間降雨量が700mm以下である。
製塩法は完全な塩田法であり、海水を塩田に引
き、幾枚か順次移し変えながら塩化ナトリウム
を可能な限り高純度に結晶させる。小指先大の
採りたての塩は畔に山積みしておき、何年か雨
に打たせる。塩は古い程、すなわち、雨に打た
せた年数の多いもの程上質である。潮の香りが
ほんのりと残っているような「塩は甘い」とい
う形容がぴったりの塩であった。塩は粗塩であ
ることも一つのポイントで、赤肉の脱水や塩分
の浸透具合に絶妙の効果を演じるのである。こ
の天然塩がシャルケという看板商品に付加価値
を与えていたともいえよう。

一日干しの製法もまた単純で、各セクション
から出て来る手の平大（ときにはそれ以下のサ
イズ）の小さな肉片を原料とした。市販の１ト
ン型スレート製タンクに塩水を用意し、原料を
タンク漬けする。翌朝それを取り出しナイロン
製網の張ってある干し場で天日乾燥し、約二時
間後裏を返し、午後早めに取り入れ放冷する。
夕方４時頃から一連の梱包作業を開始、肉片の
小さいものがあるため５kgを圧縮機で圧縮し
レンガ状の塊にした後、真空パック梱包し、４
個入り20kgカートンの形態で出荷する。購入
希望者が既に運搬車で待っているため直ちに出
荷となる。前日の一日干し肉はこの様に全量当
日梱包､出荷を終えるので在庫は発生しなかっ
た。
ｉ）採肉量

一例として1979年（捕獲頭数739頭）の製品
別数量を下記しておく。カッコ内はミンク鯨一
頭当りの平均値である。

＝①国内向け製品＝
①－1. 鯨油 606ton（820kg／頭）
①－2. シャルケ 473ton（原料肉985ton）

（640kg／頭）
①－3. 一日干し 295ton（原料肉476ton）

（400kg／頭）
①－4. 生鮮肉 214ton（290kg／頭）
①－5. 肉粉 170ton（230kg／頭）
①－6. 骨粉 148ton（200kg／頭）
＝②日本向け冷凍鯨製品＝
②－1. ウネス 162ton（219kg／頭）
②－2. 冷凍赤肉 660ton（893kg／頭）
②－3. カブラ ６ton（８kg／頭）
②－4. 尾羽 22ton（30kg／頭）

白手物を除いた赤肉のミンク鯨一頭当り採肉
量は、過去の概算データをもとに算出すると、
1977年3,205kg、1979年3,160kg、1980年
3,140kg、1983年3,115kg、という数字となる。
鯨体の大小、雄雌の捕獲比率,肥満度などによ
り採肉量に差が生じるのは当然であるが、以上

写真２　シャルケ（鯨塩干肉）の製造の様子
（奥に積まれているのがシャルケ。左
右に塩の山がある。）

写真３　一日干しの製造の様子（右端が塩水タ
ンク）。
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の数値から判断して一頭当りの採肉量は
3,150kg前後とみてよいだろう。
ｊ）各種データ類

元COPESBRA社捕鯨部長の備忘録ないし記
憶に基づき、ブラジル沖のミンク鯨に関する各
種データを採録しておく。

＝ミンク鯨の平均体長＝
捕獲したミンク鯨の平均体長は1978年の場

合、雄27.1フィート、雌28.5フィート、平均
28.0フィートとなっている。また1979年の場合
は、雄26.8フィート、雌28.2フィート、平均
27.8フィートと記録されている。他の年度につ
いてもあまり差はなく、平均体長は28.0フィー
ト前後と思われる。

＝ミンク鯨の雄雌比率＝
ミンク鯨の雄雌の比率は、78年の場合雄１に

対し雌2.09、79年の場合では雄１に対し雌2.05
となっており、1963年から83年までの年平均で
は雄１に対し雌2.0の比率であった。

＝発見頭数に対する捕獲頭数＝
当漁場におけるミンク鯨の発見頭数に対する

捕獲頭数の比率は、1963年から83年までの年平
均で捕獲１に対し発見1.51となっている。また、
1984年単独では捕獲１に対し発見1.67と記録さ
れている。

＝生殖回遊＝
南から北上し当漁場をへてまた南へ下るミン

ク鯨の群は生殖回遊と思われる。毎年漁期初め
の６、７、８月は雄雌ともに未だ性器が十分に
充血していないものと、少しは充血しているも
のが混じっているが、盛漁期の９、10月に入る
と性器は雄雌とも真赤に充血してくる。これが
終漁期の11、12月ではさらに赤黒くなってくる。
盛漁期の約50頭ほどのミンク鯨の雌の性器から
精液を採取したことがあるが、この辺のデータ
は不明。

＝胃の内容物と脂肪厚＝
当漁場で捕獲されたミンク鯨の胃に内容物は

全く見当たらない。生殖期間中は、南氷洋ある

いは南氷洋に近い海域で索餌し蓄積したエネル
ギー即ち脂肪を消費しているものと考えられ
る。脂肪厚は漁期初めは3.5－4.5cmもあり外見
上も肥えて太目であるが、盛漁期が近づくにつ
れスリムな感じとなり脂肪厚は3.0－3.5cmにな
る。終漁期には見るからにやせ細った感じで肋
骨の凸凹がわかる程度までに変化する。脂肪厚
は2.0－2.5cmと薄くなってしまう。

＝標識銛＝
1963－85年の間で捕獲したミンク鯨の体から

標識銛が見つかったことが一度だけあったが、
関連データは不明。

＝胎児＝
1963年から85年までの期間で捕獲されたミン

ク鯨の体内から胎児が発見されたことが４ケー
スあった、と報告されている。胎児の性別は雄
２、雌２であった。84年に見つかった胎児の体
長は0.95ｍ、性別は雄、体重は15.5kgであった。

（他の３ケースについては記録不明。）

Ⅴ．COPESBRA社捕鯨事業の意義

COPESBRA社捕鯨事業の社会経済的意義に
ついて考えてみたい。先ずその第一は雇用の創
出であり、第二が低廉な蛋白源の供給である。
そして日本向け輸出が本格化してからの外貨獲
得がその第三であろう。

①　雇用創出
「250―300名程度の雇用創出はブラジルの

人口（91年のセンサスでは１億５千万人）か
らみれば微々たるもの、捕鯨などやめても全
く問題ない」と反捕鯨団体は主張したが、こ
れは何とも飛躍した不当な論理である。この
論理でいけば、ブラジル全体のGDPに占め
るパライーバ州経済は１％程度でしかないか
らパライーバ州なぞ消滅しても全く問題な
い、という主張が正しいことになる。

被雇用者の家族（夫婦と子供４－５人）ま
で考慮に入れれば、約1,500人が捕鯨業に依
存していた勘定になる。コスチーニャ工場が
所在するルセナ郡の人口約６千人のおよそ四
分の一に相当する数字である。直接雇用者以
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せても年間輸出高は4,000万ドル程度でしか
なかった。すなわち、パライーバ州にとって
鯨製品は州輸出高年間合計の５％（年によっ
ては７％）を占める主要輸出産品であった。

この冷凍鯨製品の輸出は、当時地域自治体、
州政府（特にパライーバ州知事）、労働団体
などと共に官民あげて捕鯨継続運動の中核を
担っていたCOPESBRA社にとって極めてデ
リケートな悩み多き課題であった。COPESBRA
社は親会社ニチレイの充分な理解を取り付
け、特に1978年から82年にかけての５年間、
赤肉の輸出は極力抑制し畝須、尾羽、本皮な
どブラジルでは食べる習慣のない白手物の歩
留り向上、品質アップに力点をおく選択肢を
選んだ。目先の利益を追求し輸出可能な赤肉
を全て地元ブラジル人需要者から取り上げ日
本へ廻してしまったら、ブラジル捕鯨の存在
理由を自ら否定する「命取りの選択」となる
ことを充分に認識していたのである。

畝須､尾羽、本皮など白手物を除いた輸出向
け冷凍鯨肉の全採肉量に占める割合の推移をみ
てみると、1978-80年は23.5－30％であったが、
83－85年度は44－64％となっている。こうした
輸出増は自動的に国内供給量の減を意味するわ
けだが、捕鯨事業に代替する事業を必死に模索
していた当時のCOPESBRA社にとって、新事
業の開発・育成のためにも収益率の高い輸出へ
傾斜したのは当然の経営判断であった。（参
考：前述の通り、1986年からの商業捕鯨禁止を
IWCが決議したのは1982年であった。）

捕鯨以外の事業としてまず一番力を入れたの
はエビ事業であった。1969年のベレン支店開設
によってアマゾン河口におけるエビ漁労・加工
事業に本格的に進出、79年には加工会社
AMASA（アマゾナス食品工業株式会社）を設
立・竣工することで事業の基盤が確立された。
扱い金額では捕鯨事業をはるかに上回る事業に
成長したが、年によって好不漁の変動が大きく
業績も左右されるため、91年漁労事業から完全
撤退し加工業に専念するリストラを実施。安定
経営体制へ切り替わり、今日に至っている。

ポスト捕鯨の新事業として模索した中から具
体化したのがアセロラというビタミンＣ含有量

外にも、鯨生鮮肉やシャルケあるいはヒゲや
マッコウ歯から作られた土産物等の販売に携
わっていた人々並びにその家族を加えれば、
ルセナ郡の住民の半数以上が鯨で生計を立て
ていたといえよう。

ルセナ郡の税収をみても、商品流通税の
80－90％が鯨関係であった。この様にルセナ
郡という地方自治体にとって捕鯨は地場第一
の経済活動であった。

従業員のなかには親子二代にわたって計50
年以上もCOPESBRA社で働いていた人もお
り、地場産業として地域社会と一体化してい
た。捕鯨禁止によって地元最大の雇用口を失
ったルセナ郡の失業率の高さは現在一つの社
会問題となっている。
②　低廉な蛋白源の供給

鯨肉シャルケが廉価な蛋白源として東北伯
の低所得者層に歓迎されたことの意義深さは
IWC再加盟を求めて議会に上程された1973年
の大統領意見書に述べられていた通りだ。対
日輸出の始まるまでは赤肉換算で年間3,000-
3,500トン前後がシャルケや鮮肉という形態
で地元市場へ供給されていたが、いずれの製
品形態でも価格については牛肉同類品の50％
で設定されていた。ちなみに、東北伯の痩せ
た牛に換算すると、これはおよそ１万５千頭
の牛肉に相当する数量である。東北伯では屠
殺牛の平均年齢は数年（４－６才）であるか
ら放牧頭数７－９万頭の牧場と同じ供給能力
となる。
③　外貨獲得

70年代末より日本向け冷凍鯨製品輸出を本
格化したが、年間輸出額は200―250万ドルの
あいだを推移した。当時のブラジル全体の輸
出高は200億ドル前後であったので、「鯨製品
による外貨獲得額は0.01％に過ぎない、やめ
ても何ら問題ない、従って捕鯨を禁止すべき
だ」というのが反捕鯨団体の主張であった。
統計数字の上では0.01％は事実であるが、ブ
ラジルで最も貧しい州の一つといわれるパラ
イーバ州経済にとってはどうだったか。80年
代前半のパライーバ州の主要輸出産品といえ
ば、サイザル麻やパイナップルといった農産
品がほとんどで綿織物など軽工業製品と合わ
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日本鯨類研究所関連トピックス (2002年12月～2003年2月)

第42回水産資源管理談話会の開催
当研究所資源管理研究センターが主催する標

記会合が、12月６日午後に当研究所会議室にお
いて57名の参加の下で開催された。今回は水産
庁の和田時夫氏が「資源評価調査における
ABC算定ルールの背景と経過」、東京大学海洋
研究所の松田裕之氏が「保全生態学から見た現
在の我が国のABC算定ルールの問題点と改善
方向」、東京水産大学の桜本和美氏が「環境変
動を考慮したABC算定の可能性」と題する話
題を提供し、各話題について質疑応答が行われ
た。

北太平洋ミンククジラIST作業部会
昨年に引き続き、標記作業部会が１月15日か

ら18日にかけて米・シアトルにおいて開催され
た。日本、南ア、米､豪､韓国およびIWC事務局
から15名が参加し、日本からは川原遠洋水研部
長、岡村研究官、河内（通訳）が参加したほか、
当研究所からはパステネ研究部長代理と後藤室
長が参加した。本年、ベルリンで開催される

が驚異的に多いフルーツの事業化であった。試
行錯誤を重ねたが、92年捕鯨場から900kmほど
内陸に入ったペルナンブーコ州ペトロリーナ市
工業団地に搾汁加工場を竣工し、現在では日本、
欧州、ブラジル国内の市場を相手とする事業展
開となっている。新カリフォルニアとも呼ばれ
る灌漑農業フロンティアでの事業であるが、助
走段階を経てテイクオフしたところである。

エビにせよアセロラにせよ、いずれも捕鯨事
業があったからこそ開花できた。かつて日本式
捕鯨の導入、鯨シャルケの開発に取り組んだパ
イオニア先輩諸氏のおかげで捕鯨事業が確立さ
れ、その20数年間の蓄積が新しい事業を産み落
とした。鯨からアセロラへ、正に時代は変遷す
る。

（注）本レポートは関係者（上田清久、鈴木誠
一、早川鉄三、望月俊男、斎藤昌宏の諸氏

と筆者）による実質的な合作であるが、㈱
ニチレイの公式見解ではなく、文責は筆者

（岸和田）にあることを申し添えておきたい。

VI．参考資料

COPESBRA社内資料以外で参考とした文献、
論文は下記の通り。
1. Rocha,J.M.1983.“ Revision of Brazilian

Whaling Data”ep.Int.Whal.Commn.33,
2. Singarajah,K.V.1985“A Review of Brazilian

Whaling : Aspects of Biology, Exploitation and
Utilization”Proc.Symp.Endangered Marine
Animals and Marine Parks,

3. Ellis,M.1969“A Baleia no Brasil Colonial”
Editora da USP

4. カイオ・プラド, 1972「ブラジル経済史」山
田睦男訳　新世界社

IWC科学委員会でのISTの完成に向けて、トラ
イアルのコンディショニングおよび仕様書の最
終化を行い、シナリオの妥当性の検討方法が議
論された。

TOSSM（Testing of Spatial Structure
Model）作業部会

標記作業部会が１月21日から24日にかけて
米・サンディエゴ（ラホヤ）にあるScripps
Institute of Oceanographyにおいて開催された。
日本、南ア、米、仏、豪、独、アイスランド、
英、諾およびIWC事務局から24名が参加し、日
本からは当研究所のパステネ研究部長代理と上
田研究員、および東京水産大学の北門助手が参
加した。本作業部会の目的は遺伝データから集
団構造を解析する際に用いる解析手法の有効性
をシュミレーションモデルを使って評価するこ
とであり、モデルの構築について議論が行われ
た。
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伝統捕鯨地域サミット検討会
２月17日に当研究所会議室において５月11日

に長崎県生月町で予定されている第２回伝統捕
鯨地域サミットのための検討会が開催された。
準備のための会合とはいえ、鯨に関する文化人
類学の専門家６名を始め関係自治体からも多数
の人が参加して同サミットの成功に向けての積
極的な検討が行われた。

第25回FAO水産委員会COFIの開催
２月24日から28日まで、ローマのFAO本部

において第25回FAO水産委員会COFIが開催さ
れた。前回COFI（2001年）では、海産哺乳動
物と漁業との競合に関する調査をFAOが推進
することが決定されたが、今次会議は我が国を
はじめ多くの国の支持によりこれを再確認し、
更にFAOが生態系一括管理について作業を推
進することが合意された。なお会議期間中、水
産庁森下遠洋課補佐が、JARPNⅡの成果紹介
を中心に、海産生物資源を巡る鯨類と漁業の競
合につきFAO本部内でプレゼンテーションを
行った。この中で森下補佐は、鯨類利用禁止に
より人間の漁業管理努力の効果が減殺される可
能性があることを指摘し、鯨類の摂餌生態解明
が今後の生態系アプローチによる漁業管理の推
進に大きく貢献することを強調した。当研究所
からは、グッドマン嘱託、飯野室長、ゴメス主
任研究員が参加した。

海外科学者との意見交換会
１月27日から28日まで、南ア、ノルウェー並

びにアイスランドの鯨研究者各１名を招請し、
JARPA及びJARPNⅡを含む我が国における研
究活動についての意見交換会が行われた。本会
合には本研究所職員のみならず水産総合研究セ
ンター、東大海洋研その他の国内研究者が出席
した。

日韓鯨類シンポジウム
２月５・６両日に韓国釜山市国立水産科学院

において、日韓学術協定に基づく日韓鯨類シン
ポジウムが開催され、日韓両国における鯨類調
査の現状と共同調査の報告、および鯨類調査に
おける今後の両国の協力体制のあり方について
活発な討議が行われた。日本からは水産庁より
石塚国際資源班班長、加藤遠洋水研室長、宮下
同室長以下７名が参加し、当研究所からは藤瀬
研究部長と後藤室長が出席した。

海洋生物資源の持続的利用シンポジウム
の開催

国際野生生物管理連盟（IWMC）並びに（社）
自然資源保全協会（GGT）との共催で表題の
シンポジウムが２月10日から12日まで虎ノ門パ
ストラルで開催され、ワシントン条約、国連
FAO水産委員会、並びにIWCで議論されてい
る海洋生物資源の保護や利用に関する意見交換
を40近い国の関係者が参加して行われた。

日本鯨類研究所関連出版物等 (2002年12月～2003年2月)

[印刷物]
当研究所：WHAT'S CITES CITES COP12（英語版・仏語版・西語版）日本鯨類研究所, 2002/10.
当研究所：鯨研通信 416．24pp. 日本鯨類研究所, 2002/12.
当研究所：日本鯨類研究所年報　平成13年度．90pp. 日本鯨類研究所, 2002/12.
当研究所：（新聞広告）増えるクジラ、減るサカナ。日刊水産経済新聞, 2002/12/12.
当研究所：水産資源管理談話会報 29. 29pp. 日本鯨類研究所, 2003/1.
当研究所：水産資源管理談話会報 1-26（CD-R 版）．日本鯨類研究所, 2003/1.
当研究所：（新聞広告）増えるクジラ、減るサカナ。水産タイムス, 2003/1/1.
当研究所：捕鯨とその批判者達（米澤邦男訳）．17pp．日本鯨類研究所, 2003/2.
石川　創：鯨の捕獲調査は非人道的行為か？ ズー・アンド・ワイルドライフニュース 15：24-27,
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2002/12.
石川　創：Whales and dolphins stranded in Japan．Newton（2003年１月号付録），2002/12.
松岡耕二：クジラの数を数える．イルカ・クジラ学：207-218 東海大学出版会, 2002/12/20.
大隅清治：チュコトの捕鯨．鯨研通信 416：1-8, 2002/12.
大隅清治：大隅清治日鯨研理事長が勲四等瑞宝章に輝く（大隅理事長インタビュー）50余年、一貫し

て鯨類を研究．日刊水産経済新聞, 2002/12/12.
大隅清治：（新春くじら座談会）国民の熱い支持をバックに捕鯨再開をめざせ（浜田靖一氏　高山武

弘氏　大隅清治氏　白石ユリ子氏　中島圭一氏　小川洋氏）．水産タイムス, 2003/1/1.
大隅清治：年頭会見　新たな南氷洋調査計画目指す．日刊水産経済新聞, 2003/1/28.
大隅清治：水産主要団体トップ「2003年の抱負」 次期南氷洋調査計画に取り組む 日本鯨類研究所

大隅清治理事長．NEWS 海の幸, 2003/2.
大隅清治：これからの捕鯨．神田週報39(29)：1, 2003/2/20．
大谷誠司：ネズミイルカの潜水の謎に挑む－潜水生理．イルカ・クジラ学：57-70 東海大学出版会,

2002/12/20.
Tamura, T.：Regional Assessments of Prey Consumption and Competition by Marine Cetaceans in the

world. Responsible Fisheries in the marine Ecosystem.：143-170 CABI Publishing, 2003/1.

【北太平洋ミンククジラIST作業部会Working paper】
Pastene, L. A. and Kawahara, S.：What further analysis and criteria should we consider for evaluating

hypotheses used in the Implementation Simulation Trials of western North Pacific minke
whale?

[学会発表]
Fujise, Y. and Kawahara, F.：Outline of the full-scale JARPNII research plan in the western North

Pacific. Korea-Japan Symposium on Cetacean Research-Progress and Future-. National
Fisheries Research and Development Institute, Busan. 2003/2/5.

Goto, M., Kanda, N., Ishikawa, H. and Pastene, L.A.：Population structure on North Pacific minke whale
around Japanese water as revealed by genetic analysis of by-catch samples. Korea-Japan
Symposium on Cetacean Research - Progress and Future-. National Fisheries Research and
Development Institute, Busan. 2003/2/5. 

石川　創：日本における鯨類のストランディング．「野生動物の生命と環境」に関するワークショッ
プ．帯広畜産大学, 2003/2/17.

大曲佳世：鯨紛争：政治的資源としての鯨．平成14年度文部科学省シンポジウム　先住民による回遊
性海洋資源の利用と管理．国立民族学博物館, 2002/12/3.

[放送・講演]
大隅清治：これからの捕鯨．春光会 春光会館, 2002/12/7.
大隅清治：IWCの今後とこれからの捕鯨．東京神田ロータリークラブ グランドパレスホテル,

2003/2/6.

[新聞記事]（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）
・世界的な鯨類研究の第一人者　大隅清治氏に勲四等瑞宝章：水産タイムス 2002/12/2.
・ミンクとニタリは同価格、イワシ鯨は2,800円に　鯨研が第9次北西太平洋調査の副産物1,329トンを

販売：新水産新聞（速報版） 2002/12/9.
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・沿岸のミンク鯨生鮮肉を釧路等で販売、評判は上々：新水産新聞（速報版） 2002/12/9.
・イワシ鯨の赤肉┉2800円　日本鯨類研究所が第９次北西太平洋の副産物販売：日刊水産通信

2002/12/9.
・北西太平洋調査副産物を販売　日鯨研：水産タイムス 2002/12/9.
・ミンク、ニタリなど1300トン　９次鯨類捕獲調査　副産物の販売開始　日本鯨類研：日刊水産経済

新聞 2002/12/10.
・調査船団、下関から出港　第16次南氷洋鯨類捕獲調査：日刊水産経済新聞 2002/12/12.
・大隅清治日鯨研理事長が勲四等瑞宝章に輝く　鯨類研究の第一人者：みなと新聞 2002/12/27.
・2004～5年にはIWCで捕鯨支持国が過半数に 大隅鯨研理事長、再開後の捕鯨像を早く世界に提示：

新水産新聞（速報版）2003/1/28.
・再開の捕鯨像を早く提示　日鯨研の大隅理事長らが年頭会見：日刊水産通信 2003/1/28.
・４月19～20日、高知で鯨類捕獲調査船団を公開：みなと新聞 2003/1/27.
・捕鯨支持勢力拡大に努力　鯨研、捕鯨協　共同船舶トップが合同会見　北西太平洋　５月上旬から

沖合調査：みなと新聞 2003/1/27.
・海洋資源持続的利用テーマに国際シンポ　外務省･比較法文化学会：みなと新聞 2003/2/27．

[雑誌記事]（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）
・平成14年秋の叙勲受賞者伝達式（11月11日） 河内正通氏（元水産大学教授）に勲三等瑞宝章　大

隅清治氏ら二氏に勲四等瑞宝章：水産世界 2002/12/15.
・目視調査船・昭南丸（712トン）第二昭南丸が南大洋鯨類生態調査（SOWER）で出航　シロナガ

スとピグミーシロナガスの識別手法の確立：水産世界 2002/12/15.
・持続的海洋開発の可能性：リオからの10年と新千年紀への展望―外務省、比較報文化学会が２/25

に国際シンポ開催：NEWS 海の幸 2003/2.
・再開の捕鯨像を早く世界に提示　捕鯨三団体トップの年頭会見：水産世界 2003/2/15．
・持続捕鯨を世界へ発信　捕鯨３団体が年頭会見：水産週報 2003/2/15.

固辞する本人を親しき仲間だけの会であるか
らと口説いて、秋の叙勲を受けた大隅理事長の
祝賀会を12月５日に開きました。本人の意を汲
んで極少人数での会としましたが、案内の無か
った方々からは「俺は大隅さんと親しくないの
か」と詰め寄られて返事に窮してしまい言葉使
いの難しさを痛感しました。

おめでたい話はその後も続き、松岡君に12月
25日に三女が、茂越君は12月30日に長男が、そ
して２月19日に小西君に長男が誕生しました。
昨年７月21日に細根さんが長男を出産している
ので、これら４名の職員の子は同級生というこ
とになります。本年度を見る限り、当研究所職
員による繁殖率はミンククジラ並の高さという

京きな魚（編集後記）

ことになります。
ところで、本人の学位論文に関係した記事の

投稿を頼んだ大谷君も昨年秋に結婚したばかり
です。記事で言及されている発信器を取り付け
られたイルカと同様、もう既に彼の行動は全て
奥様に把握されてしまっているようです。

一方、子作り話とは無縁の環境に置かれてい
た仲間達も凍り始めた南極海から桜が咲き始め
た日本に向けて北上を続けています。IWC/
SOWERに就航した昭南丸と第２昭南丸は３月
25日に、JARPAに参加した日新丸船団組は４月
３日に帰港する予定です。春爛漫、当研究所職
員の繁殖率の高さはまだまだ続くのかも知れま
せん。 （山村和夫）
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